
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
リール本体に回転自在に支持されたロータと、
リール本体に取り付けられたハンドルの操作で上記ロータを駆動する駆動機構と、
キャスティング時及び釣糸の巻取り操作時に、上記駆動機構の逆転を防止してロータの釣
糸繰出し方向への回転を防止する第１の逆転防止機構と、
駆動機構の逆転を防止して、ロータを所定の位置に保持する第２の逆転防止機構とを備え
た魚釣用スピニングリールに於て、
第１の逆転防止機構を転がり式一方向クラッチで構成すると共に、
押圧操作によって当該第１の逆転防止機構を作動状態と非作動状態とに切り換える

第１の逆転防止機構と第２の逆転防止機構が作動状態にあるとき、上記 の押
圧操作で第１の逆転防止機構が非作動状態に切り換わり、第２の逆転防止機構のみが作動
してロータを所定の位置に保持し、

から手を離して押圧力を解除することにより、第１の逆転防止機構が作
動状態に復帰することを特徴とする魚釣用スピニングリール。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ロータの逆転防止機構を備えた魚釣用スピニングリールに関する。
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【０００２】
【従来の技術】
特開平８－１１２０４９号公報及び実公平２－５７３４号公報に開示されるように、従来
、魚釣用スピニングリールには、キャスティング時や釣糸の巻取り操作時に、ロータを回
転駆動する駆動機構の逆転を防止してロータの釣糸繰出し方向への回転を阻止する逆転防
止機構が装着されている。
【０００３】
特開平８－１１２０４９号公報に開示された逆転防止機構は、転がり式一方向クラッチ（
ローラ型の一方向ベアリング）を用いたもので、この逆転防止機構は、一方向クラッチ内
に組み込まれたローラの楔作用を利用して、ロータのＯＮ／ＯＦＦ（ロータの正逆両方向
への回転可能／ロータの逆転防止）の切換えを行うようになっている。
【０００４】
而して、この逆転防止機構はローラの楔作用を利用する構造上、逆転方向の遊度が小さく
、ロータの逆転時に瞬時に駆動機構の逆転防止を図ることが可能である反面、逆転防止力
が十分でないため、主として小型のスピニングリールに使用されることが多い。
一方、実公昭２－５７３４号公報に開示された逆転防止機構は、逆転防止爪車と逆転防止
爪を用いたもので、この逆転防止機構は、操作部材による逆転防止爪車と逆転防止爪の係
脱操作でロータのＯＮ／ＯＦＦの切換えを行うようになっている。
【０００５】
そして、この逆転防止機構は上記転がり式一方向クラッチに比し高い強度を有し、又、構
造が簡単であるためセルフセンタリング機構と併用されることが多い。
従来周知のようにセルフセンタリング機構は、仕掛けを投擲した際に、ラインローラに掛
かっている釣糸を、釣竿を握持した手の人差し指でピックアップできる位置（以下、「セ
ンタリング位置」という）にロータを保持するもので、上記実公昭２－５７３４号公報に
開示された魚釣用スピニングリールでは、複数の歯を有する逆転防止爪車と逆転防止爪か
らなる逆転防止機構に加え、単一の歯を有する爪車とこれに係脱可能な係止爪でセルフセ
ンタリング機構を構成し、逆転防止機構を解除したとき、セルフセンタリング機構により
センタリング位置にロータを保持することができるようになっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
然し乍ら、実公昭２－５７３４号公報に開示された魚釣用スピニングリールにあっても、
逆転防止機構を逆転防止爪車と逆転防止爪で構成しているため、逆転防止時の遊度が大き
く、当たりがあったときにアワセが遅れてフッキングミスが発生してしまう欠点が指摘さ
れていた。
【０００７】
本発明は斯かる実情に鑑み案出されたもので、上述の如きロータの釣糸繰出し方向への回
転を防止する逆転防止機構と、セルフセンタリング機構の如き第２の逆転防止機構を備え
た魚釣用スピニングリールに改良を加え、釣糸の巻取り操作時に逆転防止機構によるロー
タの逆転方向への遊度が小さく、併せて

魚釣用スピニングリールを提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
斯かる目的を達成するため、請求項１に係る発明は、リール本体に回転自在に支持された
ロータと、リール本体に取り付けられたハンドルの操作で上記ロータを駆動する駆動機構
と、キャスティング時及び釣糸の巻取り操作時に、上記駆動機構の逆転を防止してロータ
の釣糸繰出し方向への回転を防止する第１の逆転防止機構と、駆動機構の逆転を防止して
、ロータを所定の位置に保持する第２の逆転防止機構とを備えた魚釣用スピニングリール
に於て、押圧操作によって当該第１の逆転防止機構を作動状態と非作動状態とに切り換え
る 第１の逆転防止機構と第
２の逆転防止機構が作動状態にあるとき、上記 の押圧操作で第１の逆転防止
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機構が非作動状態に切り換わり、第２の逆転防止機構のみが作動してロータを所定の位置
に保持し、 から手を離して押圧力を解除することにより、第１の逆転防
止機構が作動状態に復帰することを特徴とする。
【００１０】
（作用）
請求項１に係る発明によれば、キャスティング時や釣糸の巻取り操作時に、第１，第２の
逆転防止機構を作動状態にしておけば、第１の逆転防止機構に於ける転がり式一方向クラ
ッチのローラの楔作用で、ロータの釣糸繰出し方向への回転が瞬時に阻止される。
【００１１】
又、転がり式一方向クラッチの容量を超える魚の強い引きによってロータが釣糸繰出し方
向へスリップしても、第２の逆転防止機構によってロータの逆転方向への回転が確実に防
止される。
そして、第１の逆転防止機構と第２の逆転防止機構が作動状態にあるとき、
の押圧操作で第１の逆転防止機構が瞬時に非作動状態に切り換わり、第２の逆転防止機構
のみが作動してロータを所定の位置に保持する。そして、 から手を離して押
圧力を解除すると、第１の逆転防止機構が瞬時に作動状態に復帰する。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施形態を図面に基づき詳細に説明する。
図１は に係る魚釣用スピニングリールの一実施形態を示し、図中、１は軸受３を
介してリール本体５の前部に回転可能に支持された中空なピニオンで、その先端にロータ
７がナット９で固定されている。そして、図２に示すようにピニオン１の後端側外周に設
けた歯１ａに、ハンドル軸１１に固着した駆動歯車１３が噛合しており、図示しないハン
ドルの巻取り操作で、駆動歯車１３とピニオン１を介してロータ７が釣糸巻取り方向へ回
転するようになっている。
【００１４】
そして、ロータ７には一対の支持アーム１５が形成されており、両支持アーム１５の先端
に、ラインローラ１７を装着したベールアーム１９とベールホルダー２１を介して半環状
のベール２３が、釣糸巻取位置と釣糸放出位置へ反転自在に取り付けられている。
又、図１中、２５はピニオン１を挿通するスプール軸で、当該スプール軸２５のロータ側
突出端にスプール２７が取り付けられている。そして、スプール軸２５の後端側には、摺
動子２９とトラバースカム軸３１からなる従来周知のトラバース機構３３が装着されてお
り、ベール２３を釣糸巻取位置側へ倒してハンドル操作でロータ７を釣糸巻取り方向へ回
転させると、トラバース機構３３によって前後方向へトラバース運動するスプール２７に
釣糸（図示せず）が巻回され、又、ベール２３を釣糸放出位置側へ反転させて仕掛けをキ
ャスティングすると、スプール２７に巻回された釣糸がスパイラル状に繰り出されるよう
になっている。
【００１５】
そして、本実施例に係るスピニングリール３５も、上述の如き従来と同様の構成に加え、
キャスティング時等にロータ７の釣糸繰出し方向への回転を防止する逆転防止機構

３７と、センタリング位置にロータ７を保持するセルフセンタリング機
構（第２の逆転防止機構）３９を具備しているが、本実施形態は、逆転防止機構３７に転
がり式一方向クラッチ（以下、「一方向クラッチ」という）４１を用いたことを特徴とす
る。
【００１６】
図２及び図３は逆転防止機構３７の詳細を示し、図中、４１は一方向クラッチで、当該一
方向クラッチ４１はピニオン１の外周に回止め係合された筒状の内輪４５と、等間隔に配
置された６個のローラ４７を前後から支承する筒状のローラ保持体４９と、当該ローラ保
持体４９に嵌合する筒状の外輪５１とからなり、ローラ保持体４９は内，外輪４５，５１
間に嵌着されている。
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【００１７】
そして、外輪５１の周面には、各ローラ４７に対応して断面略三角形状のガイド溝孔５３
が突設され、又、ローラ保持体４９には、各ローラ４７を内輪４５，５１に楔作用させる
方向（ロータ７の釣糸繰出し方向；図３中、矢印Ａ方向）に付勢するバネ（図示せず）が
介装されている。そして、外輪５１の外周に、複数のラチェット爪５５ａを有するラチェ
ット歯車５５が回止め係合された構成となっている。
【００１８】
一方、図１及び図２に示すようにリール本体５の後部上方には、逆転防止機構３７とセル
フセンタリング機構３９を同時に作動状態と非作動状態とに切り換える第２操作部５７と
して、周面の同一方向にカム状の作動部５９，６１が先端部と略中間部に形成されたステ
ー状の操作部材６３が、スプール軸２５に沿って回動可能に挿着されている。
【００１９】
そして、図３に示すようにリール本体５には、一端側が上記作動部５９に当接し、他端側
に上記ラチェット爪５５ａに係止可能な係止爪６５ａが形成された略Ｌ字状の係止片６５
が回動可能にビス止めされており、当該係止片６５は、ビス６７に装着されたねじりコイ
ルバネ６９によって、ラチェット爪５５ａに係止爪６５ａが常時係止するよう一方向に付
勢されている。
【００２０】
而して、係止片６５はその一端側が作動部５９に当接するとき、係止爪６５ａがラチェッ
ト爪５５ａに係止するように構成されているが、斯様にラチェット爪５５ａに係止爪６５
ａが係止すると、一方向クラッチ４１の外輪５１の矢印Ａ方向への回転が規制されるため
、ローラ４７の楔作用により内輪４５の同方向への回転が規制されてピニオン１の同方向
への回転が規制され、この結果、ロータ７の釣糸繰出し方向への回転が阻止されることと
なる。
【００２１】
一方、上記操作部材６３の後端に固着した切換えレバー７１の操作で、図４に示すように
操作部材６３を９０°以上回転させると、操作部材６３により係止片６５がビス６７を回
転中心にねじりコイルバネ６９のバネ力に抗して回転して、ラチェット爪５５ａと係止爪
６５ａとの係止状態が解除されるようになっている。
而して、斯様にラチェット爪５５ａと係止爪６５ａとの係止が解除されると、一方向クラ
ッチ４１の外輪５１は正逆両方向へ回転可能となるため、ローラ４７の楔作用が解除され
て内輪４５，ピニオン１が釣糸繰出し方向と釣糸巻取り方向の両方向へ回転可能となり、
逆転防止機構３７が非作動状態に切り換わるようになっている。
【００２２】
そして、図２及び図５に示すように軸受３に隣接してピニオン１の外周には、１個の歯７
３ａを有する係止歯車７３が回止め係合されると共に、当該歯７３ａに係脱可能に係止片
７５がリール本体５に回動可能にビス止めされており、この係止歯車７３と係止片７５に
よってセルフセンタリング機構３９が構成されている。
【００２３】
既述したように、セルフセンタリング機構３９の作動状態と非作動状態との切換え操作は
第２操作部５７によって行われ、係止片７５の後端側に設けた係合部７５ａが上記作動部
６１に当接しているとき、図５に示すように係止片が歯７３ａに係止しているが、図２に
示すように係止片７５は、駆動歯車１３のボス１３ａに装着したねじりコイルバネ７７に
よって、歯７３ａとの係止状態が解除されるように一方向に付勢されている。
【００２４】
そして、図６に示すように切換えレバー７１を９０°以上回転操作すると、操作部材６３
により係止片７５がビス７９を中心に回転して歯７５ａとの係止状態が解除されると同時
に、既述したように逆転防止機構３７に於けるラチェット爪５５ａと係止爪６５ａとの係
止状態が解除され、又、切換えレバー７１の操作で、図５に示すように係止爪７５を歯７
３ａに係止させると、ラチェット爪５５ａに係止爪６５ａが係止して、逆転防止機構３７
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が作動状態に復帰する。そして、斯様に係止片７５と歯７３ａが係止すると、ロータ７が
センタリング位置に保持されるようになっている。
【００２５】
このように、本実施形態は、第２操作部５７の操作で、逆転防止機構３７とセルフセンタ
リング機構３９が、同時に作動状態と非作動状態に切り換わるようになっている。
一方、図１に於て、７９はリール本体５の底部に装着された第１操作部で、以下に記載す
るように当該第１操作部７９は、

非作動状態に切り換えることで、セルフセンタリング機構３９のみを作動
可能とするものである。
【００２６】
即ち、図２中、８１はリール本体５に押圧操作可能に支持された切換えボタン

、８３は切換えボタン８１の裏面側の凹部８１ａに挿入する突片８３ａが形成された
リンク部材で、当該リンク部材８３は、一端側がリール本体５に回動可能に支持されてい
る。そして、図２及び図３に示すようにリンク部材８３の先端に、リール本体５に回動可
能にビス止めされた略Ｌ字状の係止片８５の一端側が、遊動可能に係合している。
【００２７】
一方、図３に示すように既述した係止片６５の係止爪６５ａ側には、断面Ｌ字状の突片６
５ｂが設けられており、当該突片６５ｂと係止片６５との間に係止片８５の他端側が遊動
可能に係合している。
そして、既述したように係止片６５はねじりコイルバネ６９によってラチェット爪５５ａ
に常時係止するように付勢されているため、図３に示すように当該係止片６５に係合する
係止片８５も、ねじりコイルバネ６９のバネ力で常時矢印Ｂ方向へ付勢されている。そし
て、図２に示すように上記突片８３ａに沿ってリンク部材８３と切換えボタン８１との間
には１本のコイルスプリング８７が介装されており、切換えボタン８１は当該コイルスプ
リング８７とねじりコイルバネ６９のバネ力で、常時リール本体５の外方へ付勢されてい
る。
【００２８】
このように、第１操作部７９の係止片８５は逆転防止機構３７の係止片６５と係合してい
るから、第２操作部５７の操作で逆転防止機構３７とセルフセンタリング機構３９を非作
動状態に切り換えたとき、図４に示すように係止片８５が矢印Ｃ方向へ回転し、これに伴
いリンク部材８３を介して切換えボタン８１が、コイルスプリング８７のバネ力に抗して
リール本体５内へ移動することとなる。
【００２９】
そして、図２及び図３の如く逆転防止機構３７とセルフセンタリング機構３９が作動状態
にあるとき、釣人が切換えボタン８１を押圧操作すると、図７及び図８に示すようにリン
ク部材８３を介して係止片８５が矢印Ｃ方向へ回転して、ラチェット爪５５ａに係止して
いる係止片６５を矢印Ｄ方向へ回転させて逆転防止機構３７のみを 非作動状態に切
り換えるようになっている。そして、釣人が切換えボタン８１から手を離すと、ねじりコ
イルバネ６９の復元力で係止片６５がラチェット爪５５ａに係止して逆転防止機構３７が
作動状態に 復帰すると共に、ねじりコイルバネ６９とコイルスプリング８７の復元
力で、図２に示すように切換えボタン８１が再びリール本体５の外方へ移動するようにな
っている。
【００３０】
本実施形態はこのように構成されているから、従来と同様、ベール２３を釣糸巻取位置側
へ倒してハンドル操作でロータ７を釣糸巻取り方向へ回転させると、リール本体５の前後
方向へトラバース運動するスプール２７に釣糸が巻回され、又、ベール２３を釣糸放出位
置へ反転して仕掛けを投擲すると、スプール２７に巻回された釣糸がスパイラル状に繰り
出されるが、既述したように第２操作部５７の切換えレバー７１を操作して、図２及び図
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３に示すように逆転防止機構３７を作動状態にしておけば、逆転防止機構３７に於ける一
方向クラッチ４１のローラ４７の楔作用によって、ロータ７の釣糸繰出し方向への回転が
阻止されることとなる。
【００３１】
そして、逆転防止機構３７が作動状態にあるとき、同時にセルフセンタリング機構３９も
作動状態にあるから、釣糸の巻取り操作時に、一方向クラッチ４１の容量を超える魚の強
い引きによってロータ７が釣糸繰出し方向へスリップしても、図２及び図５に示すように
セルフセンタリング機構３９に於ける係止歯車７３と係止片７５との係止によって、ロー
タ７の逆転方向への回転が確実に防止される。
【００３２】
又、逆転防止機構３７とセルフセンタリング機構３９が作動状態にあるとき、釣人が第１
操作部７９の切換えボタン８１を押圧操作すると、図７及び図８に示すようにリンク部材
８３を介して係止片８５が矢印Ｃ方向へ回転し、ラチェット爪５５ａに係止している係止
片６５を矢印Ｄ方向へ回転させて逆転防止機構３７のみが 非作動状態に切り換わる
ので、従来と同様、セルフセンタリング機構３９によってロータ７がセンタリング位置に
保持されることとなる。
【００３３】
そして、釣人が切換えボタン８１から手を離すと、ねじりコイルバネ６９の復元力で係止
片６５がラチェット爪５５ａに係止して逆転防止機構３７が作動状態に 復帰すると
共に、ねじりコイルバネ６９とコイルスプリング８７の復元力で、図２に示すように切換
えボタン８１が再びリール本体５の外方へ移動することとなる。
【００３４】
又、既述したように逆転防止機構３７とセルフセンタリング機構３９を作動状態から非作
動状態に切り換えるには、切換えレバー７１を９０°以上回転操作して、図４に示すよう
に逆転防止機構３７のラチェット爪５５ａと係止爪６５ａとの係止状態を解除し、そして
、図６の如くセルフセンタリング機構３９の係止片７５と歯７３ａとの係止状態を解除す
ればよい。
【００３５】
このように、本実施形態は、逆転防止機構３７を一方向クラッチ４１で構成したので、ロ
ータ７の逆転時に瞬時に逆転防止を図ることが可能となってアワセ時のフッキングミスが
減少すると共に、一方向クラッチ４１の容量を超える魚の強い引きによってロータ７が釣
糸繰出し方向へスリップしても、セルフセンタリング機構３９によってロータ７の逆転方
向への回転が確実に防止されるため、安心して実釣に集中することが可能となった。
【００３６】
又、本実施形態によれば、第１操作部７９の 操作で、瞬時に逆転
防止機構３７を作動状態から非作動状態に切り換えて、セルフセンタリング機構３９のみ
を機能させることが可能となり、スピニングリールとしての実用性が飛躍的に向上するこ
ととなった。
尚、上記実施形態では、逆転防止機構３７を第１の逆転防止機構とし、そして、セルフセ
ンタリング機構３９を第２の逆転防止機構としたが、例えば上記セルフセンタリング機構
３９の係止歯車７３に代え、１８０°の間隔を開けて２個の歯を設けた係止歯車をピニオ
ン１に装着して、ロータ７を１８０°回転させ乍ら釣糸の繰出し量の調節を可能とした機
構を第２の逆転防止機構とすることも可能である。
【００３７】
又、一方向クラッチも上記実施形態の構造に限定されるものではなく、既述したローラ保
持体に切換部を設けて、当該切換部の切換操作でローラの楔作用をＯＮ／ＯＦＦさせる従
来周知の一方向クラッチを用いることも可能である。
そして、この場合、第１の逆転防止機構のみを非作動状態として、セルフセンタリング機
構を作動状態に維持するために、例えば一方向クラッチの外輪を何らかの手段で操作して
、ローラの楔作用を解除可能に構成すればよい。
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【００３８】
【発明の効果】
以上述べたように、 に係るスピニングリールによれば、第１の逆転防止機構を一
方向クラッチで構成したので、ロータの逆転時に瞬時に逆転防止を図ることが可能となっ
てアワセ時のフッキングミスが減少すると共に、一方向クラッチの容量を超える魚の強い
引きによってロータが釣糸繰出し方向へスリップしても、セルフセンタリング機構等の第
２の逆転防止機構によってロータの逆転方向への回転が確実に防止されるため、安心して
実釣に集中することが可能となった。
【００３９】
又、 操作で瞬時に第１の逆転防止機構を作動状態から非作動状態に切り
換えて、第２の逆転防止機構のみを機能させることが可能となり、スピニングリールとし
ての実用性が飛躍的に向上することとなった。
【図面の簡単な説明】
【図１】 の一実施形態に係るスピニングリールの断面図である。
【図２】図１のスピニングリールに装着した逆転防止機構とセルフセンタリング機構の要
部拡大断面図である。
【図３】逆転防止機構とセルフセンタリング機構の作動状態に於けるスピニングリールの
断面図である。
【図４】逆転防止機構とセルフセンタリング機構の非作動状態に於けるスピニングリール
の断面図である。
【図５】作動状態にあるセルフセンタリング機構の断面図である。
【図６】非作動状態にあるセルフセンタリング機構の断面図である。
【図７】逆転防止機構の非作動状態に於ける当該逆転防止機構とセルフセンタリング機構
の要部拡大断面図である。
【図８】逆転防止機構の非作動状態に於けるスピニングリールの断面図である。
【符号の説明】
１　ピニオン
５　リール本体
７　ロータ
１１　ハンドル軸
１７　ラインローラ
２５　スプール軸
２７　スプール
３３　トラバース機構
３５　スピニングリール
３７　逆転防止機構
３９　セルフセンタリング機構
４１　一方向クラッチ
４５　内輪
４７　ローラ
４９　ローラ保持体
５１　外輪
５５　ラチェット歯車
５７　第２操作部
６３　操作部材
６５，７５，８５　係止片
６５ａ　係止爪
７１　切換えレバー
７３　係止歯車
７９　第１操作部
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８１　切換えボタン
８３　リンク部材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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